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大学院までの女子一貫教育に邁進してきました。大学は、来年度から「我孫子」・「目白」の２キャンパス制となり、より教育環境の
充実が図られます。 写真提供：学校法人 川村学園（東京都豊島区）
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助
成
業
務

　

私
学
事
業
団
で
は
、「
平
成
25
年
度
学
校

法
人
等
基
礎
調
査
」
を
基
に
24
年
度
決
算

デ
ー
タ
を
集
計
し
た
、
25
年
度
版
『
今
日
の

私
学
財
政
（
幼
稚
園
・
特
別
支
援
学
校
編
）』

と
『
今
日
の
私
学
財
政
（
専
修
学
校
・
各
種

学
校
編
）』
を
８
月
に
刊
行
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、『
今
日
の
私
学
財
政（
幼
稚
園
・

特
別
支
援
学
校
編
）』
よ
り
、
幼
稚
園
の
財

務
状
況
に
つ
い
て
概
略
を
解
説
し
ま
す
。

園
児
数･

幼
稚
園
数
と
も
に
減
少

　

文
部
科
学
省
の
学
校
基
本
調
査
に
よ
る
と

私
立
・
国
立
・
公
立
を
合
わ
せ
た
24
年
度
の

園
児
数
は
、
20
年
度
の
１
６
７
万
４
千
人
か

ら
１
６
０
万
４
千
人
と
な
り
７
万
人
減
少
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
幼
稚
園
数
に
つ
い
て
も
、

20
年
度
の
１
万
３
６
２
６
園
か
ら
１
万
３
１

７
０
園
と
な
り
４
５
６
園
減
少
し
て
お
り
、

少
子
化
に
よ
る
厳
し
い
状
況
は
依
然
と
し
て

続
い
て
い
ま
す
（
表
１
）。

幼
稚
園
法
人
の
約
３
割
は

 

帰
属
収
支
差
額
が
マ
イ
ナ
ス

１　

消
費
収
支
状
況

　

一
法
人
当
た
り
の
消
費
収
支
計
算
書
よ

り
、
20
年
度
と
24
年
度
を
比
較
す
る
と
、
収

入
の
部
で
は
、
学
生
生
徒
等
納
付
金
が
２
４

９
万
円
増
加
、
補
助
金
も
９
５
１
万
円
増
加

し
、
帰
属
収
入
は
１
３
６
０
万
円
増
加
し
て

い
ま
す
。
支
出
の
部
で
は
、
人
件
費
が
５
９

９
万
円
増
加
、
経
費
も
４
９
５
万
円
増
加

し
、
消
費
支
出
は
９
５
９
万
円
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

人
件
費
・
経
費
の
増
加
合
計
額
に
対
し
て
、

帰
属
収
入
の
増
加
額
の
方
が
上
回
る
状
況
と

な
っ
た
た
め
、
帰
属
収
支
差
額
（
帰
属
収
入

－

消
費
支
出
）
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

24
年
度
に
帰
属
収
支
差
額
が
マ
イ
ナ
ス
の

幼
稚
園
法
人
数
は
１
６
０
０
法
人
で
、
集
計

法
人
の
約
３
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。
経
営
状

況
の
目
安
と
な
る
帰
属
収
支
差
額
を
プ
ラ
ス

へ
移
行
さ
せ
る
方
策
を
検
討
し
て
実
行
し
て

い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
い
え
ま
す
（
表

２
・
３
）。

２　

財
政
状
態

　

一
法
人
当
た
り
の
貸
借
対
照
表
よ
り
、
20

年
度
と
24
年
度
を
比
較
す
る
と
、
資
産
の
部

で
は
有
形
固
定
資
産
が
３
４
２
７
万
円
、
そ

の
他
の
固
定
資
産
が
８
２
２
万
円
、
流
動
資

産
が
２
０
７
７
万
円
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
お

り
、
現
金
預
金
の
増
加
も
含
め
、
資
産
の
部

は
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

構
成
比
率
を
み
る
と
有
形
固
定
資
産
が

１
・
３
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
て
65
・
１
％
と
な
っ

て
お
り
、
施
設
・
設
備
投
資
を
控
え
、
資
金

を
引
当
特
定
資
産
や
現
金
預
金
と
し
て
内
部

留
保
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

負
債
・
基
本
金
・
消
費
収
支
差
額
の
部
で

は
、
固
定
負
債
及
び
流
動
負
債
の
金
額
は
増

加
し
ま
し
た
が
、
資
産
の
部
合
計
が
増
加
し

た
た
め
、
固
定
負
債
及
び
流
動
負
債
の
構
成

比
率
は
減
少
し
て
い
ま
す
（
表
４
）。

私
立
幼
稚
園
の
財
務
状
況
《
平
成
24
年
度
決
算
集
計
》

表１　園児数と幼稚園数 （単位：人、園）

区　　分 20年度 24年度 差引

園 児 数 1,674,163 1,604,225 △69,938

　 私 立 1,349,239 1,314,968 △34,271

　 国 立 6,374 5,930 △444

　 公 立 318,550 283,327 △35,223

幼稚園数 13,626 13,170 △456

　 私 立 8,276 8,197 △79

　 国 立 49 49 0

　 公 立 5,301 4,924 △377
※文部科学省学校基本調査より

表２　消費収支計算書（１法人当たり金額） （単位：千円）

区　　　　　分
20年度 24年度

差引
金額 構成比率 金額 構成比率

収
入
の
部

学生生徒等納付金 65,501 49.4% 67,986 46.5% 2,485
補　　助　　金 43,735 33.0% 53,242 36.4% 9,507
そ　　の　　他 23,273 17.6% 24,888 17.0% 1,615
帰　属　収　入 132,512 100.0% 146,116 100.0% 13,604
基 本 金 組 入 額 △12,898 △9.7% △14,405 △9.9% △1,507
消　費　収　入 119,611 90.3% 131,711 90.1% 12,100

支
出
の
部

人　　件　　費 77,550 58.5% 83,542 57.2% 5,992
経　　　　　　費 42,716 32.2% 47,669 32.6% 4,953
そ　　の　　他 3,715 2.8% 2,361 1.6% △1,354
消　費　支　出 123,981 93.6% 133,572 91.4% 9,591

帰 属 収 支 差 額 8,528 6.4% 12,544 8.6% 4,016
消 費 収 支 差 額 △4,370 △3.3% △1,861 △1.3% 2,509

表３　帰属収支差額がマイナスの法人数

年度
集計
法人数
（A）

帰属収支差額が
マイナスの法人

法人数（B）割合（B/A） 

20 5,012 1,770 35.3%

21 5,000 1,590 31.8%

22 5,019 1,661 33.1%

23 5,042 1,667 33.1%

24 5,086 1,600 31.5%

表４　貸借対照表（１法人当たり金額） （単位：千円）

区　　　　　分
20年度 24年度

差引
金額 構成比率 金額 構成比率

資
産
の
部

有 形 固 定 資 産 343,964 66.4% 378,233 65.1% 34,269
その他の固定資産 68,746 13.3% 76,967 13.2% 8,221
流　動　資　産 105,341 20.3% 126,107 21.7% 20,766
（うち現金預金）（93,215）（18.0%）（112,399）（19.3%）（19,184）
合　　　　　計 518,051 100.0％ 581,307 100.0％ 63,256

消
費
収
支
差
額
の
部

負
債･

基
本
金･

固　定　負　債 34,805 6.7% 36,594 6.3% 1,789
流　動　負　債 20,859 4.0% 22,683 3.9% 1,824
基　　本　　金 474,331 91.6% 536,289 92.3% 61,958
消 費 収 支 差 額 △11,944 △2.3% △14,259 △2.5% △2,315
負債・基本金・消費
収支差額の部合計 518,051 100.0％ 581,307 100.0％ 63,256
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主
要
財
務
比
率
で
財
務
分
析
を
！

　

幼
稚
園
部
門
に
つ
い
て
、
消
費
収
支
計
算

書
関
係
比
率
（
加
重
平
均
値
）
の
中
か
ら
、

収
入
の
構
成
割
合
を
見
る
た
め
の
学
生
生
徒

等
納
付
金
比
率
、
補
助
金
比
率
、
支
出
の
構

成
割
合
を
見
る
た
め
の
人
件
費
比
率
、
教
育

研
究
（
管
理
）
経
費
比
率
、
収
入
と
支
出
の

バ
ラ
ン
ス
を
見
る
た
め
の
人
件
費
依
存
率
、

学
校
法
人
等
の
経
営
状
況
を
見
る
た
め
の
帰

属
収
支
差
額
比
率
を
都
道
府
県
ご
と
に
ま
と

め
ま
し
た
（
表
５
）。

　

各
財
務
比
率
の
見
方
の
ポ
イ
ン
ト
は
『
今

日
の
私
学
財
政
』に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

併
せ
て
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ら
の
財
務
比
率
だ
け
で
財
政
や
経
営

を
判
断
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
各

学
校
法
人
等
に
お
い
て
、
今
後
の
経
営
改
善

を
進
め
る
際
の
参
考
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

　

毎
年
、
各
都
道
府
県
を
通
じ
て
「
学
校
法

人
等
基
礎
調
査
」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー　

私
学
情
報
室

☎
０
３（
３
２
３
０
）７
８
３
８
・
７
８
４
６
・
７
８
４
７

Ｅ
メ
ー
ル　

k-chousa@
shigaku.go.jp

表５　都道府県別財務比率一覧（幼稚園部門）

区　分 部　門　数 学 生 生 徒 等
納 付 金 比 率 補 助 金 比 率 人 件 費 比 率 人 件 費 依 存 率 教育研究（管理）

経　費　比　率 帰属収支差額比率

20年度 24年度 20年度 24年度 20年度 24年度 20年度 24年度 20年度 24年度 20年度 24年度 20年度 24年度
園 園 % % % % % % % % % % % %

北海道 455 460 50.8 50.7 36.9 37.6 62.1 61.9 122.3 122.1 30.6 31.0 6.4 6.4
青　森 110 104 47.7 46.6 38.1 36.7 66.8 66.7 139.9 143.1 31.9 34.7 0.0 △2.2
岩　手 85 81 42.8 42.1 36.6 40.5 63.5 58.4 148.2 138.7 34.2 33.4 0.9 5.8
宮　城 143 151 50.6 42.1 33.5 39.1 57.8 51.9 114.3 123.3 33.3 32.5 7.7 14.9
秋　田 62 62 45.9 44.3 35.5 38.5 59.5 60.7 129.5 137.1 33.7 35.1 5.6 3.8
山　形 75 83 40.2 37.0 41.0 45.0 64.0 60.3 159.4 162.7 30.9 32.4 2.3 6.7
福　島 128 122 43.6 35.0 39.6 44.5 62.3 53.9 142.9 154.0 33.4 34.6 2.3 10.1
茨　城 177 184 40.0 37.4 43.2 46.2 59.7 57.5 149.1 153.6 31.2 32.4 7.0 8.8
栃　木 180 181 52.4 50.6 36.4 39.2 60.6 60.4 115.5 119.4 28.9 29.8 7.6 7.9
群　馬 102 117 48.0 48.7 38.5 40.3 65.0 64.5 135.3 132.4 31.3 34.7 3.1 △0.1
埼　玉 502 510 52.7 50.3 28.4 29.6 57.1 55.4 108.4 110.2 32.6 33.1 8.1 9.9
千　葉 392 390 53.2 51.9 32.3 33.3 56.4 57.2 105.9 110.1 29.3 31.3 12.7 9.3
東　京 445 498 55.1 53.2 26.0 30.2 57.3 55.9 104.1 105.1 28.4 30.0 12.1 12.4
神奈川 506 521 59.7 59.3 24.6 25.4 56.6 58.9 94.8 99.4 29.9 30.7 10.7 9.1
新　潟 107 103 43.6 41.5 41.6 46.2 63.6 60.3 145.8 145.3 30.0 34.3 4.3 2.2
富　山 51 53 46.3 40.5 38.5 45.9 56.6 51.8 122.3 127.7 40.8 38.6 2.0 8.3
石　川 66 57 50.4 49.4 42.2 43.3 66.2 64.2 131.3 130.0 30.0 30.9 2.7 4.6
福　井 29 30 45.3 43.3 39.2 38.3 59.8 54.7 131.9 126.5 31.9 31.2 8.1 11.9
山　梨 61 60 50.0 43.0 35.9 36.6 64.5 60.2 129.1 140.2 34.5 33.2 △0.9 6.3
長　野 101 100 52.0 49.8 33.7 35.0 63.6 62.3 122.4 125.0 27.4 29.5 6.7 7.1
岐　阜 80 92 53.7 55.5 32.5 31.2 59.8 61.0 111.5 109.9 33.4 35.8 5.7 1.5
静　岡 206 220 46.0 45.0 39.4 41.4 59.9 59.6 130.1 132.5 32.0 33.0 6.8 6.7
愛　知 405 407 40.4 40.4 43.1 43.7 59.1 58.7 146.2 145.3 31.8 31.9 7.1 8.2
三　重 54 52 53.4 54.5 31.7 32.6 59.6 59.9 111.6 109.8 31.1 31.9 8.5 7.1
滋　賀 24 26 35.9 29.7 44.7 59.9 64.0 52.8 178.5 177.6 28.7 42.0 7.0 2.0
京　都 138 143 45.9 44.2 39.2 41.2 59.7 59.6 130.2 134.9 32.9 35.3 5.8 3.7
大　阪 376 378 42.2 41.8 40.4 40.1 56.8 56.6 134.6 135.4 35.6 35.0 5.0 7.7
兵　庫 198 200 49.8 48.8 33.4 33.7 54.8 54.6 110.1 111.8 31.3 31.4 8.9 12.2
奈　良 40 41 48.9 50.4 32.3 33.5 61.6 65.8 126.1 130.5 36.8 38.9 1.1 △5.0
和歌山 41 41 39.4 38.1 44.7 46.8 66.1 65.3 167.6 171.4 30.5 33.9 2.4 0.5
鳥　取 26 26 49.8 46.0 37.1 40.1 63.1 65.0 126.8 141.2 29.0 31.7 6.9 0.1
島　根 10 10 49.3 47.3 38.0 35.1 79.4 71.0 161.1 150.2 36.3 37.2 △17.6 △10.4
岡　山 34 32 38.9 38.7 41.2 44.1 64.5 64.3 165.7 166.2 28.4 30.0 5.2 1.8
広　島 171 164 43.9 41.2 40.3 43.0 55.3 51.1 125.8 124.1 36.6 38.4 4.5 8.8
山　口 117 116 35.8 32.9 49.9 53.4 61.8 62.5 172.7 190.3 31.7 32.2 5.1 4.9
徳　島 10 10 55.9 57.1 25.7 28.5 66.9 62.9 119.7 110.1 33.6 34.1 △4.1 2.8
香　川 34 32 51.6 50.5 33.4 35.8 62.5 60.1 121.3 119.0 29.6 31.9 2.6 6.2
愛　媛 82 86 48.4 47.2 35.4 37.4 61.0 58.6 126.0 124.0 29.2 28.3 8.1 11.8
高　知 30 29 44.6 41.5 41.7 45.3 65.9 63.0 147.7 152.1 31.0 30.5 1.9 5.5
福　岡 325 327 51.4 51.4 33.7 35.3 56.7 54.4 110.3 105.7 31.7 31.9 9.5 12.4
佐　賀 74 82 50.3 45.5 35.5 38.8 64.0 52.6 127.2 115.6 34.4 30.0 0.9 16.8
長　崎 120 123 52.6 48.0 32.9 36.3 64.6 58.5 122.7 122.0 32.8 31.5 0.2 8.9
熊　本 107 103 40.0 34.9 51.1 56.4 65.9 61.4 164.6 175.8 27.3 26.7 5.2 11.2
大　分 62 62 41.4 39.7 43.1 47.3 58.9 57.5 142.2 144.9 29.9 30.5 10.5 11.0
宮　崎 106 113 39.3 34.0 46.6 52.0 64.6 59.6 164.5 175.3 32.3 30.9 2.3 8.7
鹿児島 143 147 41.3 34.5 47.2 50.8 60.7 56.2 146.9 163.2 34.9 32.7 3.6 10.1
沖　縄 28 30 43.8 50.2 33.9 35.9 54.2 52.0 123.6 103.5 29.3 33.7 15.9 13.8
全国平均 6,818 6,959 49.4 47.7 34.7 36.6 58.8 57.6 119.2 120.7 31.5 32.2 7.6 8.8
（注）部門数は学校法人が設置する幼稚園数である。また、部門数の全国平均部分は合計数である。
（参考）学生生徒等納付金比率：学生生徒等納付金／帰属収入　　人件費依存率：人件費／学生生徒等納付金
　　　補助金比率：補助金／帰属収入　　　　　　　　　　　　教育研究（管理）経費比率：（教育研究経費＋管理経費）／帰属収入　又は経費／帰属収入
　　　人件費比率：人件費／帰属収入　　　　　　　　　　　　帰属収支差額比率：帰属収支差額（帰属収入－消費支出）／帰属収入
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助
成
業
務

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ（Inform

ation and Com
m
uni-

cation T
echnology

）の
活
用
に
つ
い
て
は
、

「
日
本
再
興
戦
略
」
や
「
世
界
最
先
端
Ｉ
Ｔ

国
家
創
造
宣
言
」、「
第
２
期
教
育
振
興
基
本

計
画
」
等
の
日
本
の
教
育
に
お
け
る
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
の
中
で
、
例
え
ば
２
０
１
０
年
代
中

に
は
、
す
べ
て
の
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等

学
校
等
で
教
育
環
境
の
Ｉ
Ｔ
化
を
実
現
す
る

な
ど
、
具
体
的
な
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
、
教
育
の
質
向
上
や

情
報
活
用
能
力
向
上
の
た
め
に
、
国
家
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
推
進
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

例
え
ば
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
国
際
教
員
指
導
環
境
調
査

（
平
成
26
年
６
月
25
日
公
表
）
の
中
で
、「
生

徒
が
課
題
や
学
級
の
活
動
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
用
い

る
」
指
導
実
践
を
頻
繁
に
行
う
教
員
の
割
合

は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
参
加
国
内
で
最
下
位
と
な
っ

て
い
る
よ
う
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育

は
、
他
国
に
比
べ
遅
れ
て
い
る
状
況
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
教
員
養
成
課
程
の
中
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
に
関
す
る
授
業
実
践
や
教
材
・
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
開
発
等
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
、

和
歌
山
大
学
教
育
学
部
附
属
教
育
実
践
総
合

セ
ン
タ
ー
の
豊と

よ

田だ

充み
ち

崇た
か

准
教
授
か
ら
、
教
員

が
ど
の
よ
う
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
教
育
を

す
れ
ば
良
い
か
、
ま
た
今
後
の
普
及
に
つ
い

て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

教
員
養
成
課
程
で
教
え
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
効
果
的
な
教
育
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

１　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
第
一
歩

　

和
歌
山
大
学
で
は
、
和
歌
山
県
教
育
委
員

会
と
連
携
し
て
、「
教
師
の
た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
」
と
い
う
専
門
科
目
を
開
講
し
て
い
ま

す
。
こ
の
授
業
で
学
生
は
、
小
・
中
学
校
、

高
等
学
校
の
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
と

は
何
か
を
学
習
し
ま
す
。
主
に
、
既
存
の
デ

ジ
タ
ル
教
材
を
活
用
し
て
、
よ
り
教
科
指
導

の
目
標
達
成
に
寄
与
で
き
る
授
業
を
学
生
が

実
践
で
き
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
既
存
の
教
材
を
利
用
す
る
」
と
い

う
こ
と
が
こ
の
授
業
で
は
重
要
で
す
。
な
ぜ

な
ら
、
他
人
が
書
い
た
指
導
案
を
読
み
解
い

て
実
践
す
る
方
が
、
経
験
の
浅
い
学
生
に
と
っ

て
は
よ
り
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
た
め

で
す
。
現
在
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
学
習
指

導
案
や
デ
ジ
タ
ル
教
材
が
無
数
に
公
開
さ
れ

て
お
り
、
中
に
は
有
効
活
用
で
き
る
事
例
も

多
く
あ
り
ま
す
。
既
存
の
、
質
の
高
い
教
材

や
授
業
方
法
に
触
れ
、
ま
ず
は
疑
似
体
験
を

す
る
こ
と
で
経
験
値
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
う
い
っ
た
理
由
で
、
初
回
の
模
擬
授

業
で
は
、
他
人
の
指
導
案
を
真
似
て
そ
の
通

り
に
実
演
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

実
際
の
機
器
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
初
め

は
教
科
書
や
プ
リ
ン
ト
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
を

そ
の
ま
ま
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
で
き
る
書
画

カ
メ
ラ
の
み
を
使
用
し
ま
す
。
学
習
者
の
関

心
を
引
き
出
し
、
思
考
を
深
め
ら
れ
る
よ
う

な
教
材
の
提
示
方
法
を
考
え
る
た
め
で
す
。

ま
ず
は
シ
ン
プ
ル
な
方
法
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
慣
れ

る
こ
と
か
ら
始
め
、
そ
の
後
、
電
子
黒
板
を

活
用
し
て
、
よ
り
学
習
効
果
の
高
い
活
用
方

法
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

２　

一
人
一
台
の
情
報
端
末

　

近
い
将
来
、
情
報
端
末
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
）

が
児
童
生
徒
一
人
一
台
の
時
代
に
な
る
こ
と

を
見
据
え
、
学
習
者
が
端
末
を
用
い
る
授
業

形
態
も
試
行
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
行
っ
て
き
た
、
一
人
一
台
の
情
報
端

末
を
利
用
し
た
授
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
分

か
っ
て
き
た
こ
と
は
、
端
末
が
あ
れ
ば
効
果

的
な
授
業
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
端
末
が
持
つ
長
所
を
引
き
出
せ
る
授
業

展
開
を
作
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
例
え
ば
、
情
報
共
有
や
意
見
交
換
を
瞬

時
に
で
き
る
こ
と
や
、
大
量
の
情
報
の
中
か

ら
自
ら
調
べ
整
理
す
る
こ
と
等
、
端
末
の
一

人
一
台
体
制
だ
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
る
ア
ク

テ
ィ
ブ
な
学
習
を
、
指
導
者
は
理
解
し
て
授

業
を
展
開
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

３　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
で
き
る
教
員
の
養
成

　

現
行
の
教
員
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
対
応
で
き
る
教
員
を
育
成
す
る
こ

と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
ど
の
よ
う
に
使
う
か
を
全
く
経
験
せ

ず
に
教
育
現
場
へ
出
て
し
ま
え
ば
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
場
面
や
授
業
設
計
に
割
け
る
余
力
は

な
く
な
り
、
新
た
に
そ
れ
ら
を
理
解
す
る
に

は
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
授
業
を
は
じ
め
、
和
歌
山
大
学
教
育

学
部
附
属
教
育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

学
生
た
ち
が
、
従
来
の
方
法
よ
り
学
習
効
果

が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

国
立
大
学
法
人　

和
歌
山
大
学

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
教
育
を
教
え
る

学
校
訪
問
記
〜
未
来
に
向
か
っ
て
〜　

第
３
回

シ リ ー ズ

学生がiPad®を活用して行う模擬授業

電子黒板を利用する授業の講義を行う
豊田充崇准教授
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事
例
に
つ
い
て
試
行
錯
誤
を
す
る
こ
と
で
、

自
分
に
合
っ
た
効
果
的
な
指
導
方
法
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
こ
う
い
っ
た

活
用
ス
キ
ル
の
高
い
、
若
い
世
代
の
教
員
を

輩
出
す
る
こ
と
で
、
現
役
の
教
員
へ
与
え
る

影
響
が
大
き
く
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　

模
擬
授
業
用
教
室

模
擬
教
室
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

附
属
教
育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー
の
中
に
、

模
擬
授
業
用
の
教
室
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
の
教
室
を
手
本
に
、
机
や
椅
子
、

教
卓
、
教
具
、
掲
示
物
に
至
る
ま
で
、
実
際

の
教
室
の
雰
囲
気
を
極
力
再
現
す
る
こ
と
に

注
力
し
ま
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
で
は
、
書
画

カ
メ
ラ
、
電
子
黒
板
、
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
等
も
配
備
し
、
一
般
の
教
室
と
同
様

に
利
用
で
き
る
環
境
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
教
室
を
作
っ
た
の
は
、
教
育

現
場
の
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
教
室
の
中
で
授
業

の
練
習
が
で
き
、
か
つ
失
敗
し
て
も
い
い
場

所
を
作
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
で
す
。

備
品
の
大
部
分
は
、
附
属
学
校
か
ら
机
、
椅

子
、
教
材
・
教
具
、
掲
示
物
を
譲
り
受
け
た

り
、
自
ら
床
材
を
購
入
し
手
作
り
し
た
り
す

る
な
ど
、
趣
向
を
凝
ら
し
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
適
し
た
学
習
と
は
何
か
教
え
て
く

だ
さ
い

１　

ア
ク
テ
ィ
ブ
な
学
習

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
の
効
果
で
求
め

ら
れ
て
い
る
も
の
の
一
つ
に
、
学
力
の
向
上

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
が
も

た
ら
す
メ
リ
ッ
ト
と
は
、
学
力
向
上
へ
の
直

接
的
な
効
果
よ
り
も
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
学

習
」が
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
り
効
率
化
さ
れ
た
時
間

を
、
自
分
で
調
べ
る
、
討
議
す
る
、
発
表
す

る
等
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
学
習
」
の
時
間
に
使

う
こ
と
で
、
学
習
を
よ
り
深
く
定
着
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
れ
は
エ
ド
ガ
ー
・
デ
ー

ル
が
「
経
験
の
円
錐
」
の
中
で
、
読
む
段
階

で
は
10
％
し
か
定
着
し
な
い
が
、
討
論
を
す

る
こ
と
で
70
％
、
自
ら
が
実
際
に
体
験
す
る

こ
と
で
90
％
ま
で
学
習
を
定
着
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
、と
提
唱
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　

従
来
の
よ
う
な
受
動
的
な
授
業
を
、
能
動

的
な
も
の
に
変
え
、
確
実
に
学
習
を
定
着
さ

せ
る
こ
と
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
重
要
な

意
義
の
一
つ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

２　

シ
ン
プ
ル
な
利
用

　
「
教
師
の
た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
」
の
授
業

で
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
は
、
ま
ず
「
シ
ン
プ
ル
」
な
利
用
か
ら
始

め
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。例
え
ば
、

書
画
カ
メ
ラ
を
用
い
て
既
存
の
教
材
を
全
体

へ
提
示
し
た
り
、
動
画
ク
リ
ッ
プ
を
適
切
な

場
面
で
放
映
し
た
り
す
る
だ
け
で
も
、
授
業

を
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
展
開
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
教
材
を
自
ら
完
璧
に
準
備
し
、

電
子
黒
板
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る

準
備
に
時
間
の
大
半
を
費
や
す
よ
り
も
、
適

切
な
場
面
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
授
業
の
構

成
や
い
か
に
活
発
な
内
容
に
で
き
る
か
を
考

え
る
こ
と
に
時
間
を
費
や
し
た
方
が
、
充
実

し
た
授
業
内
容
に
し
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

３　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
の
普
及

　

今
後
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
を
推
進

す
る
中
で
、
学
校
現
場
に
対
し
て
無
理
に
活

用
を
押
し
つ
け
れ
ば
、
反
発
が
出
て
も
お
か

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ど
ん
な
教
員

で
も
今
ま
で
の
教
育
方
法
に
つ
い
て
、
解
決

し
た
い
と
考
え
て
い
る
課
題
を
少
な
か
ら
ず

お
持
ち
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
発
見
し
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
普
及
は

さ
ら
に
進
ん
で
い
く
と
思
い
ま
す
。

■
取
材
を
終
え
て

　

情
報
技
術
は
日
々
、
目
覚
ま
し
く
進
歩
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
教
育
に
活
用
で

き
る
技
術
も
、
ま
す
ま
す
進
化
し
複
雑
化
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
取
材
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、

ど
ん
な
機
器
を
活
用
し
て
、
ど
の
よ
う
な

ツ
ー
ル
を
生
か
し
て
教
育
す
る
か
を
考
え
る

の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
生
徒
に
対
し
て
ど
ん

な
授
業
を
展
開
し
て
い
き
た
い
か
、
能
動
的

な
深
い
学
び
を
実
現
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
れ
ば
、
効
果
的
に
か
つ
効

率
的
に
実
現
で
き
る
か
を
考
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
よ
り
身
近
な
も
の
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

機
器
の
整
備
だ
け
で
な
く
、
利
用
の
あ
り

方
も
含
め
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
策
で
教
員
へ

の
支
援
を
進
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
こ
そ

得
ら
れ
る
主
体
的
・
協
働
的
な
学
び
や
双
方

向
型
の
学
び
等
を
実
現
し
て
初
め
て
、
整
備

さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
最
大
限
に
生
か
す
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

 

（
取
材
）
私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー

さまざまな趣向を凝らした模擬授業用教室

豊田准教授による教員対象の初任者研修



平成 2 6 年 1 1 月 1 日　第 2 0 3 号

6

助
成
業
務

　

学
校
法
人
川
村
学
園
は
、
２
０
１
４
年
４

月
12
日
に
創
立
90
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
創

立
者
川
村
文
子
は
、
関
東
大
震
災
後
の
荒
廃

し
た
社
会
を
わ
が
国
の
「
非
常
」
の
時
と
捉

え
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
女
性
の
力
（
活
躍
）

が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
強
い
信
念
を
持
っ

て
、
東
京
目
白
の
地
に
川
村
女
学
院
を
創
設

い
た
し
ま
し
た
。

　

戦
後
、「
川
村
学
園
」
と
改
称
し
、
建
学

の
精
神
で
あ
る「
感
謝
の
心
」「
女
性
の
自
覚
」

「
社
会
へ
の
奉
仕
」
を
礎
に
、
幼
稚
園
か
ら
大

学
院
ま
で
の
一
貫
教
育
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
２
０
１
５
年
度
に
は
、
川
村
学
園
女

子
大
学
が
２
キ
ャ
ン
パ
ス
制
と
な
り
、
文
学

部
国
際
英
語
学
科
と
生
活
創
造
学
部
観
光
文

化
学
科
が
目
白
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
す
る
な

ど
、
充
実
し
た
教
育
環
境
を
整
え
、
国
際
社

会
に
対
応
で
き
る
自
信
と
感
性
を
備
え
た
人

材
育
成
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、川
村
中
学
校
・
高
等
学
校
で
は
、「
豊

か
な
感
性
と
品
格
」「
自
覚
と
責
任
」「
優
し

さ
と
思
い
や
り
」
を
教
育
目
標
に
知
・
徳
・

体
の
調
和
の
と
れ
た
６
年
間
の
一
貫
教
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。
心
豊
か
で
品
位
あ
る
自
立

し
た
女
性
を
育
成
す
る
取
り
組
み
の
中
で
、

本
校
の
特
色
の
一
つ
で
あ
る
「
総
合
的
な
学

習
の
時
間
」に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

自
己
の
生
き
方
を
考
え
る
力
の
育
成

　

総
合
的
な
学
習
の
時
間
は
、
小
学
校
、
中

学
校
、高
等
学
校
と
も
に
段
階
的
に
導
入
し
、

主
に
長
野
県
蓼
科
に
あ
る
学
園
所
有
の
総
合

校
外
教
育
施
設
を
活
用
し
て
学
習
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

小
学
校
で
は
、「
自
然
に
学
び
、
自
然
と

と
も
に
生
き
る
力
を
育
む
」
こ
と
を
目
標
に

掲
げ
、
本
校
独
自
の
作
業
帳
を
利
用
し
て
学

習
を
進
め
ま
す
。
生
活
科
、
理
科
、
社
会
科
、

図
工
科
、
体
育
科
、
家
庭
科
と
い
っ
た
各
教
科

の
体
験
学
習
を
重
視
し
、
理
解
を
深
め
ま
す
。

　
「
知
・
徳
・
体
」
す
べ
て
の
要
素
を
含
む

総
合
学
習
と
し
て
、
大
自
然
の
中
で
四
季
を

体
感
し
な
が
ら
、
豊
か
な
人
間
性
、
社
会
性
、

友
情
、
自
然
へ
の
慈
し
み
を
育
て
ま
す
。

　

中
学
校
、
高
等
学
校
に
お
い
て
も
、
従
来
、

校
外
学
習
等
体
験
型
授
業
を
重
視
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
総
合
的
な
学
習
の
導
入
に
当
た

り
、
自
分
自
身
の
「
生
き
る
力
」
を
養
い
、

自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
、
自
分
の
将
来
を
切

り
拓
い
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
力
を
養
う
た

め
に
、
６
学
年
分
の
テ
ー
マ
を
設
け
て
、
計

画
的
に
学
習
を
進
め
て
い
く
形
を
取
り
ま
し

た
。
特
に
重
視
し
て
い
る
点
は
、「
事
前
学

習
を
し
、校
外
学
習
を
通
じ
て
理
解
を
深
め
、

事
後
に
自
分
な
り
の
考
え
を
ま
と
め
て
発
表

を
行
う
」
と
い
う
姿
勢
で
す
。
す
べ
て
の
学

習
に
お
い
て
こ
れ
ら
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、

各
教
科
の
知
識
が
生
き
た
も
の
に
な
り
、
思

わ
ぬ
発
見
を
し
た
り
、
問
題
意
識
を
持
つ
よ

う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ふ
だ
ん
の
学
校
生

活
や
都
会
の
生
活
で
は
得
ら
れ
な
い
体
験
を

通
し
て
、
自
然
を
愛
す
る
、
た
く
ま
し
い
人

間
を
育
て
て
い
き
ま
す
。

自
然
に
触
れ
命
の
大
切
さ
を
知
る

　

本
校
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
は
、
学
園

所
有
の
総
合
校
外
教
育
施
設
が
あ
る
蓼
科
を

拠
点
に
し
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
１
年
生
は
、
農
業
体
験
、
牧
場
体

験
、
野
菜
・
ハ
ー
ブ
・
ジ
ャ
ム
作
り
・
豆
腐

作
り
な
ど
の
シ
ョ
ッ
プ
体
験
と
数
多
く
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
行
い
ま
す
。
畑
で
野
菜
や
ハ
ー

ブ
等
を
収
穫
し
、
豆
か
ら
豆
腐
に
加
工
す
る

作
業
な
ど
、
ふ
だ
ん
の
生
活
で
は
感
じ
る
こ

と
の
で
き
な
い
土
の
重
要
性
を
考
え
る
機
会

に
し
て
い
ま
す
。

　

秋
の
学
園
祭
で
の
グ
ル
ー
プ
発
表
、
さ
ら

に
年
度
末
の
個
人
発
表
を
行
う
こ
と
で
、
自

然
と
土
へ
の
理
解
を
深
め
、
２
年
生
、
３
年

生
で
の
学
習
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

自
然
の
な
か
の
人
間
の
営
み
を
知
る

　

中
学
校
２
年
生
は
、
自
然
と
共
生
す
る
人

の
営
み
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
蓼
科
を
拠
点

と
し
て
、
色
々
な
方
面
へ
学
び
の
場
を
広
げ
、

人
と
自
然
環
境
と
の
関
わ
り
や
未
来
に
向
け

て
の
取
り
組
み
な
ど
を
考
察
し
て
い
き
ま
す
。

　

自
然
の
中
を
歩
き
、
東
京
で
は
あ
ま
り
見

る
こ
と
の
で
き
な
い
高
山
植
物
や
昆
虫
を
間

近
で
観
察
し
、
素
晴
ら
し
い
景
色
を
満
喫
し

ま
す
。
後
世
に
こ
の
豊
か
な
自
然
を
守
り
継

　

魅
力
あ
ふ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て

21
世
紀
を
輝
い
て
生
き
る
女
性
を
育
成
す
る

 

６
か
年
計
画
の
『
総
合
的
な
学
習
の
時
間
』

学
校
法
人
川
村
学
園　

事
務
局
入
試
広
報
室　

広
報
グ
ル
ー
プ
長　

石
川　

充

連載 　28

川村学園蓼科山荘

収穫から加工までを行う農業体験
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い
で
い
く
た
め
に
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と

は
何
か
、
見
て
、
触
れ
て
、
感
じ
る
こ
と
で

環
境
問
題
に
つ
い
て
の
意
識
が
よ
り
一
層

深
ま
り
ま
す
。
学
校
で
の
自
然
教
育
に
お
い

て
、
校
外
に
出
て
自
然
に
直
接
触
れ
る
こ

と
の
で
き
る
機
会
を
与
え
、
知
識
と
体
験
を

相
互
に
活
か
し
な
が
ら
生
徒
の
能
力
を
形
づ

く
っ
て
い
く
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

将
来
を
意
識
し
今
の
自
分
を
知
る

　

中
学
校
３
年
生
で
は
、
自
然
学
習
の
総
ま

と
め
と
し
て
、
修
学
旅
行
で
東
北
方
面
に
訪

れ
ま
す
。
自
然
と
の
共
存
や
環
境
問
題
に
つ

い
て
考
え
な
が
ら
、
十
和
田
湖
や
奥
入
瀬
渓

流
を
眺
め
自
然
の
美
し
さ
に
感
動
し
自
然
の

恩
恵
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
次
世
代
を
担

う
人
間
と
し
て
地
球
環
境
に
深
く
関
心
を
寄

せ
、
こ
れ
か
ら
の
大
き
な
課
題
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
こ

れ
ま
で
学
ん
で
き
た
万
物
へ
の
感
謝
、
す
な

わ
ち
「
愛
の
心
」
を
基
盤
と
し
て
自
覚
を
確

固
た
る
も
の
に
し
て
い
く
時
期
な
の
で
、
後

期
か
ら
は
職
業
に
つ
い
て
考
え
る
学
習
を
ス

タ
ー
ト
し
、
将
来
を
見
据
え
た
学
習
へ
と
発

展
し
て
い
き
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
職
業
講

演
会
な
ど
の
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
職
業

体
験
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に

も
自
分
の
適
性
や
将
来
な
り
た
い
自
分
の
姿

を
考
え
る
た
め
に
、
作
文
や
未
来
年
表
、
履

歴
書
を
書
く
と
い
っ
た
取
り
組
み
も
行
い
、

自
分
の
夢
に
向
け
て
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
考

え
、
受
験
に
向
け
て
動
き
出
す
高
校
生
活
を

前
に
、
自
分
の
人
生
設
計
を
考
え
る
機
会
を

設
け
て
い
ま
す
。

正
解
の
な
い
問
い
に
挑
む

　

高
校
１
年
生
は
社
会
と
の
共
生
と
い
う
点

か
ら
、
実
社
会
を
想
定
し
た
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
体
験
を
行
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

実
在
す
る
６
社
の
企
業
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
新
人
研
修
を
受
け
た
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
協
力
し
な
が
ら
知
識
や
経
験
を
積
ん

で
い
き
ま
す
。
学
習
の
集
大
成
と
し
て
企
業

か
ら
出
さ
れ
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
、
チ
ー
ム

で
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
、
意
見
交
換
を

し
、企
画
案
を
ま
と
め
あ
げ
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
し
て
い
き
ま
す
。
正
解
の
な
い
も

の
に
つ
い
て
探
求
し
て
い
く
と
い
う
姿
勢
は

社
会
に
出
て
か
ら
絶
対
に
必
要
と
さ
れ
る
も

の
で
す
。
生
徒
た
ち
は
こ
の
取
り
組
み
を
通

し
て
、
実
践
力
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

感
謝
の
心
で
平
和
の
意
味
を
掘
り
下
げ
る

　

高
校
２
年
生
は
、
広
島
・
九
州
方
面
へ
の

研
修
旅
行
を
通
し
て
、
戦
争
や
原
爆
の
恐
ろ

し
さ
、
悲
惨
さ
を
知
り
、
平
和
の
尊
さ
を
学

ん
で
い
き
ま
す
。
多
く
の
人
々
の
思
い
や
願

い
、
行
動
が
あ
っ
て
こ
そ
、
今
の
私
た
ち
の

満
ち
足
り
た
生
活
が
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と

を
知
り
、
実
際
に
自
分
の
目
で
見
て
感
じ
る

こ
と
で
平
和
と
は
何
か
、
各
自
が
担
っ
て
い

る
役
割
は
何
か
を
心
に
刻
み
、
平
和
に
つ
い

て
の
知
識
と
理
解
を
深
め
て
い
き
ま
す
。
活

動
の
中
で
仲
間
と
共
に
学
び
、
助
け
合
い
、

協
力
す
る
喜
び
を
分
か
ち
あ
っ
た
り
、
自
ら

課
題
を
見
つ
け
自
ら
学
び
問
題
を
解
決
し
て

い
く
こ
と
で
、
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
す
る

力
を
養
い
ま
す
。

自
分
ら
し
い
生
き
方
へ
の
道
を
確
立
す
る

　

高
校
３
年
生
で
は
、
５
年
間
学
ん
だ
こ
と

を
礎
に
自
分
の
進
路
を
決
定
し
ま
す
。
自
分

の
力
で
進
路
を
切
り
拓
い
て
い
く
こ
と
の
自

覚
と
責
任
を
も
ち
、
高
い
意
識
で
も
の
ご
と

に
取
り
組
む
姿
勢
を
再
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

現
代
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
に
は
、
直
面

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
し
て
、「
自
ら

考
え
、
自
ら
学
び
、
そ
れ
を
解
決
す
る
力
」

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
校
で
は
、
総
合

的
な
学
習
の
時
間
の
充
実
を
図
り
、
学
年

テ
ー
マ
に
基
づ
き
、「
事
前
学
習
を
し
、
校

外
学
習
を
通
じ
て
理
解
を
深
め
、
事
後
に
自

分
な
り
の
考
え
を
ま
と
め
て
発
表
を
行
う
」

と
い
う
サ
イ
ク
ル
で
６
年
間
一
貫
し
た
学
習

体
系
を
と
り
、
生
徒
の
「
生
き
る
力
」
を
育

ん
で
お
り
ま
す
。
指
示
さ
れ
た
こ
と
、
与
え

ら
れ
た
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
は
学
力
と
は

言
え
ま
せ
ん
。
自
ら
課
題
を
見
つ
け
、
学
習

を
深
め
て
い
き
自
分
の
考
え
を
自
分
の
言
葉

で
表
現
で
き
る
力
を
つ
け
て
い
く
、
そ
の
よ

う
な
学
習
を
通
し
て
真
の
学
力
が
身
に
つ
く

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

川
村
学
園
で
は
、「
感
謝
の
心
」
を
基
盤

に
豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、
将
来
自
分
の
考

え
を
し
っ
か
り
と
持
つ
、
自
立
し
た
女
性
の

育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◇
◇
◇
寄
稿
者
紹
介
◇
◇
◇

◇
◇
◇
寄
稿
者
紹
介
◇
◇
◇

石
川　

充
（
い
し
か
わ　

み
つ
る
）

　

学
校
法
人
川
村
学
園　

事
務
局
入
試

広
報
室　

入
試
グ
ル
ー
プ
長
を
経
て
、

２
０
０
９
年
よ
り
現
職
。

インターンシップ体験でのプレゼンテーション

自然環境を学ぶトレッキング
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　操作手順の詳細は、ポータルサイトに掲載されている「私学情報提供システム　操作マニュアル」をご覧いただ
くか、下記にお問い合わせください。
　「私学情報提供システム」の利用に当たっては、セキュリティ確保の観点から、電子証明書（親認証もしくは私
学情報提供システム用子認証）が必要となります。
　※「 基礎調査票e-マネージャにより発行した子認証」及び「学校法人ポータルサイト閲覧用子認証」ではアクセ

スできませんのでご注意ください。
　※ 電子証明書の取り扱いの詳細は、月報私学第196号（平成26年

４月号）及び学校法人ポータルサイトトップ画面「お知らせ」
に掲載されている「電子証明書の利用権限」をご覧ください。

　貴法人、貴学校のデータのほか、都道府県別、学部等系統、学生生徒等数（総現員規模、総定員規模）などを抽出条
件として以下の集計データ（合算値、１法人当たり、１学校当たり等）を出力することができます。
　※　他の法人や他の学校の個別データを出力することはできません。
　取得できるデータ（例）
　　　資金収支計算書、人件費内訳表、消費収支計算書、貸借対照表、学生生徒等数、納付金、
　　　教職員数、教職員給与、教職員の年齢別平均給与（大学・短期大学のみ）、各財務比率など

３　「私学情報提供システム」で取得できるデータ

私学情報提供システムについて

２　利用するシステムを選択

１　事業団ホームページ（助成業務のご案内）より学校法人ポータルサイトへアクセス

ユーザID（法人番号）とパスワードを入力

再度、ユーザID（法人番号）とパスワードを入力

問い合わせ先（私学振興事業本部）
私学経営情報センター　私学情報室
☎ 03（3230）7846・7847
E メール　center@shigaku.go.jp

私学情報提供システムのご案内
　私学事業団では、「学校法人基礎調査」及び「学校法人等基礎調査」で収集した私立学校等の情報
を学校法人へ還元するため、大学法人～小学校法人を対象にインターネットによる情報提供サービス
（｢私学情報提供システム｣）を行っています。
　当システムをご活用いただき学校法人の経営に役立てていただければ幸いです。

事業団HP（私学振興事業本部）を表示し、
「学校法人ポータルサイトへ」をクリック

経営分析に役立つ！

私学情報提供システム
をクリック
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●
参
加
対
象
者
等

　

•
学
校
法
人
等
の
共
済
事
務
担
当
者

　

•
各
学
校
か
ら
２
名
ま
で

　

•
参
加
は
１
人
１
コ
ー
ス
の
み

●
研
修
内
容

　

私
学
共
済
制
度
の
業
務
全
般（
主
に
資
格
・

短
期
・
長
期
）
に
つ
い
て
、
テ
キ
ス
ト
及
び

「
事
務
の
手
引
」
を
使
用
し
て
基
礎
的
な
内

容
を
２
日
間
の
日
程
で
研
修
し
ま
す
。

　
（
注 

）
平
成
27
年
10
月
に
実
施
と
な
る
被
用

者
年
金
制
度
一
元
化
に
か
か
る
内
容
は

本
研
修
に
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

●
申
し
込
み
方
法
等

　

⑴
申
込
期
限

　

 　

開
催
案
内
の
「
平
成
26
年
度　

第
２
回

私
学
共
済
事
務
担
当
者
研
修
会
参
加
申
込

書
」
に
よ
り
、
11
月
28
日（
金
）【
必
着
】
ま

で
に
共
済
事
業
本
部
へ
郵
送
に
よ
り
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

⑵
参
加
通
知

　

 　

参
加
の
可
否
は
、
12
月
中
旬
に
学
校
法

人
等
宛
て
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

• 

各
コ
ー
ス
の
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、

抽
選
と
な
り
ま
す
。

　

• 

応
募
者
が
著
し
く
少
な
い
コ
ー
ス
は
、

中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

　

初
任
者
を
対
象
に
私
学
共
済
制
度
の
業
務
内
容
や
事
務
手
続
き
な
ど
の
基
礎
的
事
項
を
中
心
と

し
た
事
務
担
当
者
研
修
会
を
各
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
開
催
し
ま
す
（
会
場
・
日
程
等
は
下
表
参
照
）。

詳
し
く
は
、
10
月
分
掛
金
納
付
通
知
書
（
11
月
中
旬
送
付
）
に
同
封
す
る
「
開
催
案
内
（
参
加
申

込
書
付
）」
又
は
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
事
務
担
当
者
コ
ー
ナ
ー
▼
お
知
ら
せ
〕
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

１
月
14
日（
水
）
〜
１
月
28
日（
水
）

平
成
26
年
度　

第
２
回

　

私
学
共
済
事
務
担
当
者
研
修
会

研修会会場・日程等一覧

会　　　　　場 コース番号 実　施　日 スケジュール 定 員 研 修 内 容

札幌ガーデンパレス ① １月14日（水）～１月15日（木） ２日 40名 共済業務全般

仙台ガーデンパレス ② １月27日（火）～１月28日（水） ２日 30名 共済業務全般

東京ガーデンパレス ③ １月21日（水）～１月22日（木） ２日 70名 共済業務全般

名古屋ガーデンパレス ④ １月27日（火）～１月28日（水） ２日 40名 共済業務全般

大阪ガーデンパレス ⑤ １月27日（火）～１月28日（水） ２日 70名 共済業務全般

広島ガーデンパレス ⑥ １月21日（水）～１月22日（木） ２日 30名 共済業務全般

福岡ガーデンパレス ⑦ １月14日（水）～１月15日（木） ２日 40名 共済業務全般

広
報
相
談
セ
ン
タ
ー　

相
談
班

電
話
が
込
み
合
う
時
期
等
に
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

請
求
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
が
便
利
で
す
。

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
様
式
用
紙
等

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
〕
で
は
、
①
キ
ー
ワ
ー
ド

②
内
容
（
分
類
）
別
③
用
紙
名
（
あ
い
う
え

お
順
）
の
３
と
お
り
の
方
法
で
用
紙
を
検
索

で
き
ま
す
。
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
な
い
用
紙

に
つ
い
て
は
、
請
求
方
法
等
を
ご
案
内
し
て

い
ま
す
。

●
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
請
求
す
る

用
紙
請
求
専
用
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
ご
利
用
の
際
は
、
任
意
の
用
紙
に
①

学
校
名
②
学
校
記
号
番
号
、
③
郵
便
番
号
・

送
付
先
住
所
④
連
絡
先
電
話
番
号
⑤
担
当
者

名
⑥
用
紙
名
（
様
式
番
号
不
要
）
⑦
必
要
部

数
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

受付窓口 様式用紙等の
請求専用FAX

広報相談センター相談室 03（3813）1081

共済業務課

札幌ガーデンパレス 011（222）6311

仙台ガーデンパレス 022（299）6296

名古屋ガーデンパレス 052（957）1387

大阪ガーデンパレス 06（6393）9728

広島ガーデンパレス 082（262）1149

福岡ガーデンパレス 092（713）3581

様
式
用
紙
等
の
請
求
方
法

広
報
相
談
セ
ン
タ
ー　

相
談
班
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　平成27年10月に被用者年金制度の一元化が実施されます。この一元化により、私学教職員及び公務員も被用
者年金の大宗を占める厚生年金保険に加入することにより、被用者年金制度は、すべて厚生年金保険に統一され
ることになります。
　私学事業団では、これまでも一元化の概要等についてはご案内していますが、現段階では政省令等が未公布で
あり、その事務の具体的な取り扱い等については、未定又は確定できないことが多数あります。
　共済事務を担当される皆さんには、特に資格取得・喪失や標準報酬月額等の各種届け出方法、また、掛金等の
徴収方法などの事務が今後どのように変わっていくか、できる限り早くお知らせしたいと考えていますので、今
回は、そのような内容を中心に、現時点における取り扱いの方向性や考え方についてお知らせします。

●一元化後の年金制度
　これまで、私学教職員等の年金制度については、原則として、私学共済制度の長期給付の適用を受けていまし
たが、一元化後は、私学教職員等も厚生年金保険の被保険者（第４号厚生年金被保険者）となり、給付について
は、厚生年金保険の保険給付が支給されることになります（図１）。

被用者年金制度の一元化に伴う事務の取り扱い
企画室

 

   

 

   

図１　被用者年金制度一元化のイメージ



平成 2 6 年 1 1 月 1 日　第 2 0 3 号

11

共
済
業
務

被用者年金制度の一元化－２－

● 厚生年金保険の実施機関としての私学事業団の役割
　これまで、長期給付事業（年金）の他、短期給付事業（健康保険）や福祉事業について、一体的に管理運営を

行ってきた本事業団並びに国及び地方公務員の各共済組合については、事務処理やコストの観点等から、それぞ

れの事務組織は厚生年金保険の実施機関として活用することとされました。本事業団は、引き続き短期給付事業

や福祉事業の運営等を併せて行っていく他、厚生年金保険における実施機関として、適用、加入者保険料の徴収、

厚生年金保険の保険給付及びこれらの記録管理等を行っていきます（図２）。

 

 

 

 

図２　一元化後の業務運営のイメージ

　上記図２のように、学校法人等からの資格の取得・喪失や標準報酬月額等の各種報告・申請については、これ

までどおり本事業団に提出し、本事業団が確認・決定を行うことになります。

　適用関係では、加入者資格等の取り扱いについては、厚生年金保険等の取り扱いを勘案した変更を行うことを

予定しています。なお、報告や申請の書式などは、政省令等が未公布であるため、現段階において具体的な案内

はできませんが、学校法人等における事務の大幅な負担増に繋がらないよう、従来からの取り扱いを踏まえ検討

を進めています。
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●一元化における事務の取り扱いの変更等の概要

１　掛金関係（図３）

　① 　短期給付等及び「退職等年金給付」にかかる掛金並びに厚生年金保険の保険料である加入者保険料（以下

これらを「掛金等」といいます）を徴収することになります。

　　 　掛金等を学校法人等及び加入者で折半負担する際に生じる円未満の端数処理方法について、厚生年金保険

と同様の取り扱いに変更することを検討しています。

　② 　職域部分の年金が廃止され、新たな年金として「退職等年金給付」を創設しますので、これに伴う掛金を

徴収します。

　　 　加入者保険料の率は、一元化直前の掛金率（14.354%となる見込み※１）と同率ですが、一元化前は１階

から３階部分の年金にかかる掛金率であるのに対し、一元化後は、１、２階部分の年金にかかるものとなり、

新たな３階部分の年金である「退職等年金給付」のための掛金を別途徴収することとなります。

　　 　したがって、年金にかかる掛金（加入者保険料）は、実質的には一元化前よりも引き上げになりますが、

私学共済においては、加入者保険料にかかる負担増に対する激変緩和措置として、一元化に伴う積立金仕分

け後の「独自財源」を活用して「保険料軽減」を行うことができることとされ、負担増に対する緩和を検討

しています※２。

　　※１ 　掛金等の率は、共済運営委員会の審議等を経て決定されます。

　　※２ 　軽減等の割合は、共済運営委員会の審議等を経て決定されます。「独自財源」及び「保険料軽減」に

ついては、月報私学９月号に掲載の「平成26年長期給付財政再計算の結果」を参照してください。

　③ 　福祉事業分にかかる掛金については、短期給付にかかる標準報酬月額及び標準賞与額に基づき算定し、徴

収します。

　　 　現在、福祉事業分掛金は、短期掛金及び長期掛金のそれぞれの掛金の内訳として徴収していますが、27年

10月からは、短期給付にかかる標準報酬月額及び標準賞与額に基づき徴収することになります。具体的には、

標準報酬月額にあっては、第１級98,000円から第44級1,210,000円までを、標準賞与額にあっては、１年度間

における支給賞与等に対し、5,400,000円までをもって、それぞれ当該掛金が算定されることになります。

　④ 　事務費分にかかる掛金については、加入者保険料や短期掛金に組み込まれることとなりました。

　　 　事務費分にかかる掛金は、一元化により加入者保険料に組み込まれることとなったため、これと同様に、

短期掛金率の内訳として給付分とは別に設定していた事務費分にかかる掛金についても、当該給付分に組み

込む方向で検討を進めています。なお、その場合においても、事務に要する費用を区分経理する（共済業務

勘定に繰り入れる）ことにより、透明性を確保することに努めていきます。

２　年金関係

　① 　平成27年10月以後に年金の権利が発生するもの※についても、これまでと同様に本事業団が決定します。

　　 　加入者に対する年金請求の勧奨についても、これまでどおり学校法人等を通じて行うことを予定しています。

　　※私学共済の加入期間（第４号厚生年金被保険者期間）に限ります。
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　② 　私学共済以外の加入期間の年金請求についても併せて行えるように検討を進めています。

　　 　加入者が私学共済以外の年金制度の加入者期間を有する場合、その加入期間にかかる厚生年金給付の請求

が併せて行えるよう、現在、実施機関の間で検討を進めており、年金請求の勧奨通知や請求書式などの変更

が行われる予定となっています。

3　「ねんきん定期便」の送付

　平成27年12月からは「ねんきん定期便」を送付します。

　これまでは、加入者が59歳になると、「私学ねんきんメール」を学校法人等へ送付し、対象となる加入者へ配

付をお願いしてきましたが、一元化後においては、厚生年金保険の実施機関として、35歳、45歳及び59歳の加入

者に対して、節目年齢の「ねんきん定期便」を、また、それ以外の加入者に対しては毎年簡易形式の「ねんきん

定期便」を加入者の誕生月に学校法人等に送付しますので、該当の加入者に配付をお願いします。

　以上、現段階でお知らせできる一元化に伴う事務の取り扱いの変更

点等をご案内しました。本事業団としては、今後とも学校法人等及び加

入者の皆さんに対して、速やかな情報の発信に努めま

すので、広報誌や私学共済ホームページ等をご覧くだ

さるようお願いいたします。

図３　一元化に伴う掛金等の取り扱いの変更イメージ



共済事業本部
〒113 - 8441　東京都文京区湯島1-7-5

☎03（3813）5321（代表）
ご照会の際には、学校記号番号、加入者番号が
確認できるものをお手元にご用意ください。

共済業務

１日（月） 掛金  10月分納期限
２日（火） 貸付  送金
６日（土） 貸付  11月分定期償還期限
10日（水） 貯金  払込期限（必着）
15日（月） 貸付  １月５日送金申し込み・任意償還申出締め切り

月の共済業務スケジュール1212

４日（火）
積立共済年金・共済定期保険  後期加入申し込み開始
貸付  送金

６日（木） 貸付  10月分定期償還期限
10日（月） 貯金  払込期限（必着）
14日（金） 貸付  12月２日送金申し込み・任意償還申出締め切り
17日（月） アイリスプラン  年金コース加入申し込み締め切り
20日（木） 貯金  送金

25日（火）
貸付  送金
貯金  払戻・解約請求締め切り
積立共済年金  脱退申出等締め切り

28日（金）

掛金  10月分掛金口座振替（自振校のみ）
貸付  11月分定期償還口座振替（自振校のみ）
貸付  12月22日送金申し込み締め切り
積立共済年金・共済定期保険  後期加入申し込み締め切り

月の共済業務スケジュール1111

年内の手続き書類の
受け付け・処理

　年内の共済業務の書類等の受け付け及び処理は、次の
とおりです。
資格関係
• 加入者証、加入者被扶養者証の交付や、資格関係の確
認通知書は、12月11日（木）受付分までを、年内24日
（水）に発送する予定です。
• 資格取得や資格喪失による掛金は、12月18日（木）受
付分までを、12月分掛金の調定（１月送付分）に反映
する予定です。 【業務部　資格課】
短期給付関係
• 短期給付関係の請求は、12月３日（水）受付分までを
年内に送金する予定です。 【業務部　短期給付課】
貸付関係
• 年内最終送金（12月22日（月））の貸付申し込みは、11
月28日（金）が締め切りです。 【福祉部　貸付課】

　上記の受け付け時期と処理の予定は、書類等に不備
がなく処理された場合を前提としています。また、年末
の業務は12月26日（金）までとなっていますので、手続
きに際しては余裕をもって書類等を提出してください。

児童手当拠出金の納付対象基準額が
決定しました

　平成26年の定時決定による基準額は、前年と同額の
182万円となりました。10月調定時に長期給付にかかる
標準給与の月額の合計が182万円以上となる学校法人等
については、26年10月分から27年９月分までの間、掛金
とあわせて児童手当拠出金を納付することになります。
納付額については、「掛金・児童手当拠出金納付通知書」
で通知します。
　なお、定時決定時の基準額により納付対象となった学
校法人等は、その後に長期給付にかかる標準給与の月額
の合計額が基準額を下回ることになっても、その期間内
においては、児童手当拠出金を納付することになります。
 【業務部　掛金課】

積立共済年金・共済定期保険の
後期加入申込期間

　積立共済年金・共済定期保険の後期加入申込期間はい
ずれも11月４日（火）から11月28日（金）までとなります。
新規加入・加入内容の変更等をする場合は、加入申込期
間内に申し込んでください。 【福祉部　保健課】

被扶養者再審査・加入者証等検認
提出期限は11月14日（必着）

　被扶養者の再審査（東日本ブロックのみ）の回答書と、
加入者証等の検認（東日本・西日本両ブロック）の結果
報告書の提出期限は11月14日（金）必着です。
 【業務部　資格課】

私学共済ホームページ
事務担当者用ログインページのユーザー名・パスワード

　私学共済ホームページ内の「事務担当者ログインペー
ジ」を開く際に必要となるユーザー名と・パスワードを
11月号の加入者向広報誌「レター」の送付状に掲載しま
した。 【広報相談センター　広報班】

- 貸付けの申し込み締め切り日に
ご注意ください

　12月２日送金分は11月14日（金）、12月22日送金分は
11月28日（金）が締め切り日となります。締め切り日（毎
月15日・月末）が土・日曜日又は休日のときは繰り上が
りますのでご注意ください。 【福祉部　貸付課】
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私学事業団ホームページ　http://www.shigaku.go.jp/
助成業務　http://www.shigaku.go.jp/s_home.htm
共済業務　http://www.shigakukyosai.jp/（私学共済ホームページ）



私学振興事業本部
〒102 - 8145　東京都千代田区富士見1-10-12

☎03（3230）1321（代表）
助成業務

「平成25年度学術研究振興資金
学術研究報告」を作成しました

　平成25年度に交付した ｢学術研究振興資金｣ 及び ｢若
手研究者奨励金｣ の研究課題について、その研究成果を
取りまとめ、｢平成25年度学術研究振興資金　学術研究
報告｣（CD-R）を作成しました。
　一般の研究者の方などで、
この「学術研究報告」の送付
をご希望される場合は、助成
部寄付金課までお気軽にお問
い合わせください。

【助成部　寄付金課】
☎03（3230）7316・7319
Ｅメール　kifukin@shigaku.go.jp

会計処理のご質問・ご相談等を承っています

　私学経営情報センターでは、会計処理をはじめ、私学
経営全般にわたる事項についてご質問、ご相談を承って
います。
　また、東日本大震災にかかる義援金や奨学金等の処理
に対するご質問についてもお受けしていますので、ぜひ
ご利用ください。

【私学経営情報センター　私学情報室】
　☎03（3230）7838・7846・7847
　Ｅメール　center@shigaku.go.jp

　私学事業団助成業務では、各業務の情報や提出資料の様式等をホームページでお知らせしています。情報の
更新は随時行っていますので、皆様ご活用ください。

助成業務ホームページのご案内

■ アクセス方法
　私学事業団ホームページ▶助成業務のご案内
　　URL（http://www.shigaku.go.jp/s_home.htm）

■問い合わせ先
　〒102-8145
　日本私立学校振興・共済事業団　企画室　
　　☎ 03（3230）7811・7822
　　Ｅメール　kikaku@shigaku.go.jp

○現在、耐震化事業等には通常よりも有利な条件の融資
を行っております。期間限定ですので、この機会にぜ
ひご利用ください。
　・耐震改築事業に対する長期低利融資のご案内
　・耐震化等防災安全対策のための低利融資のご案内
○融資制度全般のご案内は、以下をご覧ください。
　・学校法人に対する貸付け事業のご案内
　・私立学校のための融資ガイド

・補助金の配分基準等
・補助金の交付状況

・受配者指定寄付金について
・受配者指定寄付金『寄付金事務の手引』
・寄付金パンフレット
・学術研究振興資金のご案内 
・学術研究振興資金　交付研究課題一覧

・『私立学校運営の手引き』
・経営判断指標
・自己診断チェックリスト
・私立大学・短期大学等入学志願動向

私立大学等経常費補助金 経営支援・情報提供

寄付金・学術研究振興資金融　　　資
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編集・発行　日本私立学校振興・共済事業団　〒102-8145　東京都千代田区富士見1-10-12　☎03（3230）7811・7822（企画室）

（禁無断転載） 

宿泊施設のご案内宿泊施設の ご 案 内

融資事業のご案内融資事業の ご 案 内

私学共済ホームページから宿泊予約ができます。
h t t p : / / w w w . s h i g a k u k y o s a i . j p /

問 い 合わせ先
（私学振興事業本部）ご相談はお早目にどうぞ

平成26年度融資のご相談、お待ちしています！

　私学事業団融資は、長期借入・固定金利・
元金据置（最大２年間）・元金均等償還です。

　施設整備をご計画の際は「安心で、安定
感のある」本事業団資金のご利用を検討さ
れてはいかがでしょうか。
　26年度融資事業については、現在受付
中です。

校舎、園舎等の施設の建築
（改修も含みます）

校地、園地の購入

機器備品の購入

融資部　融資課　☎03（3230）7861～7867
Ｅメール yushi＠shigaku.go.jp

■融資金利表（平成26年11月１日現在）

融資費目
返済期間

20年以内
（うち据置２年）

10年以内
（据置年数含む）

６年以内
（据置年数含む）

【一般施設費】
　　 校（園）舎、体育館、講堂、遊戯室

等の建築事業等並びに校（園）地の
買収事業等

年％ 年％ 年％

1.2 0.6 0.6
【特別施設費】
　　 寄宿舎、国際交流会館、セミナー

ハウス等の建築事業並びに当該施
設建築のための土地買収事業等

1.3 0.7 ―

【教育環境整備費】
　　校教具、通園バス等の購入
　　 ※幼稚園、特別支援学校、専修学

校が対象
― ―

5年6か月以内
（うち据置6か月）

0.5
【教育環境整備費】
　　 大型設備・情報技術整備等 ― 0.6 ―
※融資金利は毎月の金利情勢により変更することがあります。
※上記費目以外にも災害復旧事業、公害対策事業等が対象となります。

葉　山　相
そう

　洋
よう

　閣
かく 〒240-0116　神奈川県三浦郡葉山町下山口2040-1　☎046（875）7300

（JR横須賀線・湘南新宿ライン「逗子（ずし）」駅前バスターミナル②番乗り場からバス
で「長者ヶ崎」下車、徒歩３分）

葉山保養所の夕食の追加料理※は、刺身大漁盛り、鮪カマ焼き、かぶと
焼き、葉山牛ステ－キなど充実の９品目。会議等の後は「相洋閣」なら
ではの味覚をお楽しみください。 ※有料・事前予約が必要です。

研修会パック　１泊２食（１名様）　7,800円
宿泊代金のほか、会議室の使用料が含まれます。
10名様以上のご利用で幹事様（１名分）の料金をサービスします。

刺身大漁盛り（イメージ）

軽井沢　すずかる荘 〒389-0111　長野県北佐久郡軽井沢町大字長倉3607　☎0267（45）7311
（長野新幹線「軽井沢」駅から、しなの鉄道で「中軽井沢」駅南口から徒歩10分）

軽井沢保養所は、今年の夏にセミナールーム（会議室）を開設しました。
10～20名程度の研修や勉強会、会議などに最適です。施設内にテニスコー
トなどを備えた「すずかる荘」での学校行事をご検討ください。

セミナープラン　１泊２食（１名様）8,500円
宿泊代金のほか、セミナールームの使用料が含まれます。




